
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ルピナス

コート

ゴシック

ロマネスク

15

破局

14

煉獄

10
水　31

お茶会　87

別れ

先生

受験

【別れ】 それは、最後の約束。 「手紙、書くからね」 そう言って笑う君の姿を見て、私はとても苦しい思いがした。 「もし、もしだよ。10年後、この日、この場所で会えたら」 君は、どこか遠くを見て、言った。 「その時は、約束の続きを見たいな」 エンジンの音が聞こえる。 「バス、来たね。行かなくちゃ」 僕はその日、バスに乗り込む君を見送って、バスが見えなくなるまで、手を振った。 あとに残されたのは、蝉の鳴き声だけ。 10年後、また、この場所で君に再び出会えるだろうか。

【先生】 小学校の先生は、子供が好きな人だった。 子供が、子供であることをよろこんだ。 子供らしい趣味というか、おもちゃだったり、昔からあるものを大事にする仕草をするととてもよろこんだ。

【受験】 この街には、小さな中学校がある。 生徒の数は少ない。小学校の半分くらいだ。 小学校の卒業の時、半分は山のふもとの、大きな中学に行ってしまう。 ほんの少しだけは、もっと遠くの中学校へ旅立っていってしまう。 僕は、学校で配られたプリントを眺めて悩んでいた。 そして、地元の中学に丸を付けて、かえした。
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支援1または妨害1

自身のいるエリア内の敵のすべてに転倒を与える

移動妨害１

レベル3改造パーツを一つ追加
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肉弾攻撃１

行動値1

肉弾攻撃１
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支援1または妨害1

妨害2

移動１

腕のみ、ダメージに対して常に「防御１」。腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ＋１

支援2または妨害2

たからもの

たからもの　犬用の首輪

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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